
地域

福祉
中山廣子 議員（公明党） 中川幸廣 議員（白和）
1か月児及び5歳児健康診査の
導入を
答弁…1か月児は実施する、5歳児は検討する

投票率を向上させる取組を選挙

遠藤誠 議員（WAKABA）

市内地域間交流
答弁…主催者の考えをくみ取りながら進める

「気になる子」福祉

　　法定健康診査の3歳児健診と就学時健診
との間に、5歳児健診を導入することで、発
達の特性を早期に発見でき、適切な支援や療
育につなげることができる。国は5年度補正
予算で「1か月児」及び「5歳児」健康診査
支援事業を決定した。本市の取組を伺う。
　　1か月児健康診査は、現在医療機関で行
われており、6年度当初予算案に健診費用の
助成を計上している。また、5歳児健康診査
の実施に当たっては、医師など専門職の確保
が難しい状況な
ので、他市町の
動向を把握し、
導入するべきか
どうか慎重に検
討する。

答弁…効果的な啓発・支援の研究に努めていく

答弁…障害児保育に関する環境の充実に努める

　　選挙権年齢が「満18歳以上」になり、約
8年が経過した。18歳を迎え、新たに選挙人
名簿に登録された方に、選挙への積極的な参
加を促すための「新有権者の証」を送付しては。
また、投票所において支援が必要な方のため
に「投票支援カード」を導入しては。
　　選挙管理委員会としても、若年層の政治
や選挙への意識向上は重要と考える。提案さ
れた「新有権者の証」を含め、効果的な啓発
事例の調査研究を進める。また、「投票支援
カード」は、選挙人の意向をくむ手段として
有用であり、今後の選挙から導入を進める。

　　地域のお祭りに他の地域の方を招待した
らどうか。市はその仲介を。一番見せたい場
面を見てもらえば文化的資源が生かせるので
はないか。また、柴山沼の散策や八幡神社の
行事などの観光資源を活用し、交流を図った
らいいのではないか。
　　他の地域の方をイベントに招待すること
は、主催者の考えをくみ取りながら進めてい
く。観光資源を活用した交流は、組み合わせ
が多いことから厳しい状況である。今後は、
観光協会と連携
し、より多くの
方がイベントや
観光スポットに
訪れるように努
める。

　　例えば言葉の遅れや多動傾向など保育園
等で気になる子が増えている。こうした子の
ケアには多くの人手が必要である。人的手当
てが不足すれば、職員が疲弊する。気になる
子への国、県の対応はどうなっているのか。
また、市の対応は。
　　国、県から障害児保育に係る配置基準、
各種補助制度等は示されているものの、十分
とは言えない状況であると認識している。
　今後、あらゆる機会を捉えて、障害児保育
に関する各種制度の拡充を訴え、障害児保育
に関する環境の充実に努めていきたい。
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安全

福祉 放課後等デイサービスの状況は
答弁…利用者数は年々増加の傾向である

答弁…安全対策を久喜警察署に相談していく

インクルーシブ防災等の取組は防災

松本栄一 議員（白和）
危険な交差点・通学路の事故対策を

インクルーシブ公園・遊具の整備を公園

　　放課後等デイサービスについて伺う。ま
た、市内には放課後等デイサービスを行って
いる施設は何か所あり、その概要はどのよう
なものか。さらに、施設に対して市からの補
助はあるのか。
　　学校教育と相まって障害児の自立を促進
するとともに、放課後等の居場所づくりを行
うものである。事業所数は、6か所ある。施
設の概要は、サー
ビスの利用計画に
沿い、発達支援が
行われている。今
年度は物価高騰対
策支援事業補助金
の交付を行った。

答弁…市民への啓発等に努めていく

答弁…インクルーシブ遊具の採用を検討する

　　あらゆる人を取り残さない防災をインク
ルーシブ防災というが、市の取組について伺
う。また、平常時と災害時とを区別せずに利
用できるフェーズフリーな防災備品について、
市の取組を伺う。
　　インクルーシブ防災の取組を研究し、要
配慮者の避難行動に対し、地域が関わる仕組
みづくりの啓発と防災訓練への参加を呼び掛
けていく。日常用品を災害時に活用できる
フェーズフリーの考え方に基づき、市民に対
し、新たな知見や防災対策を周知していく。

　　御成街道から宮代町に向かう市道104号
線と213号線の交差点は事故が多い。また、
東伸団地から御成街道に出る市道9327号線
との交差点も見通しが悪く危険である。川崎
市で交差点の事故防止に効果を上げた路面標
示の「あっ！」を設置できないか。
　　該当する交差点の安全対策は、現在、久
喜警察署と相談のうえ、路面標示や交通安全
の啓発看板の設置を行っている。
　また、「あっ！」の路面標示は、今後、先
進事例を研究す
るほか、久喜警
察署に相談して
いく。

　　三郷市では県のふるさと創造資金の補助
金を活用してインクルーシブ公園を整備した
が、本市でも活用して整備できないか。また、
既存の都市公園のうち、総合運動公園のアス
レチック広場の遊具を障害の有無にかかわら
ず、誰もが遊べるように整備できないか。
　　新たな公園を整備する際は、先進事例を
参考にインクルーシブ公園の整備を検討する
とともに、県や国の補助金が活用できるよう
協議する。また、総合運動公園などに設置し
ている遊具の更新の際には、インクルーシブ
遊具への改修も含め採用する遊具を検討する。
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乳幼児健康診査を行う保健センター待合室

新しい市民祭り 川崎市幸区の路面標示
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